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令和６年度　教育センターの取組　

校内研修の様子 稲垣教授によるカリマネ・システムの説明 グループ協議の様子

１　学校情報化研究委員会
　 「Society5.0の時代に求められる学びと学校の創造を目指して」

　　　①教育データ利活用部会
　　　②情報リテラシー部会

２　授業づくり訪問・研修
　
３　生成AI研修

４　プログラミング教材の導入とカリキュラム編成の検討

５　「Webサイト活用研修」（悉皆研修）

１　学校情報化研究委員会 ４　プログラミング３　生成AI２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修



令和６年度　教育センターの取組　学校情報化研究委員会

研究テーマ：「Society5.0の時代に求められる学びと学校の創造を目指して」

１「学校情報化研究委員会」の目的
　GIGAスクール構想、教育DX推進の趣旨と仙台市立学校の現状を踏まえ、教育データの
　利活用、情報リテラシーに係る実践研究を進める

２　研究組織図
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３　研究アドバイザー
❖ 教育データ利活用部会
　　東北学院大学　稲垣　忠　教授

❖ 情報リテラシー部会
　　宮城教育大学　岡本恭介　准教授

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI



令和６年度　教育センターの取組　学校情報化研究委員会
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４　研究内容

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI

※本研究で取り組む
　生成AIの活用段階

①生成AI自体を学ぶ段階
②使い方を学ぶ段階
③各教科等の学びにおいて　
積極的に用いる段階
④日常使いする段階



「授業づくり訪問」
１．目的
　　２年間ですべての市立学校、幼稚園を訪問し、授業力の向上及び校内研究の推進を支援　　
する。※令和６年度訪問実施校数 92校(小学校59、中学校33）
２．訪問の視点
　　・ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善
　　　　（個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を通して）
　　・ 各教科等の指導における1人1台端末の効果的な活用
　　　※各教員が閲覧できるよう好事例の学習指導案をC4th書庫に蓄積
「研修」
１．目的
　　GIGAスクール推進に係る教員のICT活用指導力を高める。
２．研修内容
　　・ICT活用研修（情報活用能力を育成する授業デザイン、１人１台端末を効果的に活用す　　　
る授業デザイン等）
　　・プログラミング教育研修　・STEAM教育研修
　　・GIGAスクール端末活用研修（令和６年度訪問予定校数28校）
　　・Webサイト活用研修（情報モラル・セキュリティに関する内容を含む）

　　　
仙台市GIGAスクール推進協議会2023

令和６年度　教育センターの取組　授業づくり訪問・研修
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１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI
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令和６年度　教育センターの取組　生成AI研修

校内研修の様子 稲垣教授によるカリマネ・システムの説明

　ね　ら　い：生成AIの仕組みを理解し、その活用における情報リテラシー， 
              　生成AIを各教科の授業で活用する場面について演習を通して学ぶ

　対象・定員：教諭、常勤講師（小・中・特）40名

実施
日時 場所 内容 育成する力

12月中

14：30
～

16：45

仙台市
教育セ
ンター

【講義・演習】
　生成AIについての理解、情報リテラシー 等
　　　　　　　　　　　　
【講義・演習】
　各教科における生成AI活用の可能性について 等　　　

授業構想
情報活用
情報活用能力
危機管理・安全管理
（情報管理　等）

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI
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令和６年度　教育センターの取組　プログラミング教材の導入とカリキュラム編成の検討

校内研修の様子 稲垣教授によるカリマネ・システムの説明 グループ協議の様子

※１）グローバルスタンダードプログラミング学習 文部科学省プログラミング学習対応 　　　
総合的な学習を用いた小中系統立てたプログラミング学習教材

１ 目的 
　小学校プログラミング教育の手引き，「教育の情報化に関する手引」の趣旨と仙台市立
　学校の現状を 踏まえ、プログラミング教育に係る実践研究を進める 

２ 概要 
　児童生徒が学ぶことができるプログラミング教材（※１）を小中学校に１校ずつ導入し，
　総合的な学習の時間におけるプログラミングの学習効果についての検証を行うと共に，
　今後のカリキュラム編成の可能性について模索する

３ 活動回数 
　　年間５回程度(必要に応じて、各部会で設定）

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI
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令和６年度　教育センターの取組　プログラミング教材の導入とカリキュラム編成の検討　

校内研修の様子 稲垣教授によるカリマネ・システムの説明 グループ協議の様子

課題が
いくつ
も設定
されて
いる

HTMLコードを入力していく

プレビューでは「E」と表示される
児童生徒は１人１台端末を活用し，

オンライン上で課題に取り組む

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI
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令和６年度　教育センターの取組「Webサイト活用研修」（悉皆研修）　

校内研修の様子 稲垣教授によるカリマネ・システムの説明 グループ協議の様子

　仙台市教育センターHPリニューアル　
　　

仙台市立学校HPは全て今年度中にGoogleサイトへ移行

教育情報の積極的かつ効率的な情報発信の先駆けとして　閲覧合計25352件（5/14時点）

❖ 授業づくり・校内研究支援の情報を充実（「ICT活用研修」を全教科のペー
ジに表示、受講推奨）

❖ →仙台版GIGAスクールステップアップ研修体系図で「児童生徒が自分の学
びを広げる ICT活用」のイメージを視覚化、関連する研修を体系化

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI
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令和６年度　教育センターの取組「Webサイト活用研修」（悉皆研修）　

校内研修の様子 稲垣教授によるカリマネ・システムの説明 グループ協議の様子

　教育情報の発信を積極的かつ効率的に運用するための操作スキルの向上
　　
Aグループ（雛形ではじめから作成）
受講者161名

Bグループ（既存のサイトを修正）
受講者25名

Cグループ（操作支援）
受講者１名

 

 

講義「Google サイトへの移行と情報モラル・情報セキュリティについて」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→操作スキルに加えて情報セキュリティについても一体的に理解できるような研修構成

演習「(グループ別)Google サイトの作成・編集」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
→学校の実態に応じて個別最適な教師の学びを確保する新しい研修スタイル

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI
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令和６年度　教育センターの取組「Webサイト活用研修」（悉皆研修）　

校内研修の様子 グループ協議の様子

受講者の研修感想から②「今後の取り組みへの意欲」

● 情報担当以外の教員の積極的な参加を促進する
● 継続的な情報共有 and サポート体制を整備する

ICT活用能力の向上のための研修を継続する

受講者の研修感想から①「共有の重要性についての再認識」

● 全教職員がホームページ運営に関われるように共有するこ
とが重要である

● 校内研修やOJT等を通して、ホームページ作成に関する知
識やスキルを共有する必要がある

94.6％が肯定的に回答 94.6％が肯定的に回答

　教育情報の発信を積極的かつ効率的に運用するための操作スキルの向上
　　

１　学校情報化研究委員会 ２　授業づくり訪問・研修 ５　Webサイト活用研修４　プログラミング３　生成AI


